








発泡接着剤の研究………（Ⅵ）
レゾルシン粉末添加による発泡尿素樹脂接着剤の耐水性向上に就いて
森  滋
晴披  盛信

  従来の澱粉系乃至蛋白系接着剤に代り、合板用接着剤として接着性能の勝れた合成樹脂
就中尿素樹脂が多量に使用され、今や合板界に於いては接着剤といえば尿素樹脂接着剤を
意味する様に一般化して来た。これは尿素樹脂が他の合成樹脂接着剤に比して安価である
という外に、実際に合板工場で使用するに際しても水に可溶性であり、又常温でも硬化す
るという様に、特別の技術乃至設備がなくとも容易に使用出来る為である。一方原料の面
から考慮しても、尿素樹脂はビニール樹脂と並んで資源的に最もわが国に適した合成樹脂
であって、今後この方面からも益々研究され且つ需要が拡大されるべきものと思われる。
  斯様に尿素樹脂は、合板用接着剤として多くの勝れた利点を持っているのであるが、之
が、最大の欠点としては他の合成樹脂に比較して耐水性が弱く且つ老化性が大であるとい
ういことである。
  一般に尿素樹脂はその耐水性を向上させると老化性は勿論その他の物理、化学的諸性質
も向上されるので諸性質中耐水性が最も重くみられている。この耐水性の弱い理由は種々
考えられているが、その中大きな原因と考えられるものは尿素樹脂のメチレン結合は多少
可逆的であることと、もう一つは尿素樹脂が三次元の網状構造迄反応が進んで所謂硬化が
完了しても依然として親水性のメチロール基が残存する為であろう。この親水性のメチロ
ール基の残存は、この為に高度の耐水性が得られず、又老化性の大きい一因ともなってい
る即ち硬化後も残存しているメチロール基とアミノ基との間に縮合反応が行われる上に、
乾燥その他の外的条件が接着膜層の外部、から作用する為に、膨潤、収縮の反作用を起し
て接着膜層に亀裂が発生し、耐水接着力の低下を来すのである。従って尿素樹脂の耐水性
及び耐老化性の向上の為には、この残存メチロール基をエーテル結合、又は他の物質と置
換若しくは附加して（この場合はアミノ基に対しても）、水に不溶性若しくは不活性化すれ
ば良いことが考えられる。以上の目的



の為にアルコール類によるエーテル化、フェノール、メラミンとの共縮合乃至之等の樹脂
との混合法等、多くの有効な方法が行われている。然るに英国に於いては之等の共縮合乃
至共用することなく、単に尿素樹脂にメラミン又はレゾルシン粉末を使用時に添加して耐
水性の向上を図っている。この実験成績を文献に依ってみると、優に煮沸試験に耐えてい
る様である。依って当所に於ける発泡尿素樹脂に対しても、この方法がどの程度の効果が
あるか、レゾルシン粉末を添加して検討を行ってみた。その結果に就いて報告する。

  実験（Ⅰ）輸出合板規格 2 類合板用発泡尿素樹脂の場合
発泡尿素樹脂の増量剤（添加剤）として小麦粉を使用する場合、大豆粉と比較して夫々利
点と欠点がある。利点としては小麦粉の方が増量後の糊状が良好であり一方添加水量も少
ないので（経済的には欠点ともなるが）熱圧時のパンクの危険が少ない。又小麦粉は殆ど
が澱粉質であって両性電解質である蛋白質が少ない為蛋白質の多い大豆粉の様に極端に尿
素樹脂の硬化時間を遅くすることがないといった様なことである。然し欠点としては泡の
安定が少ない為、充分な発泡容積が得られないことと、澱粉質が大部分である為大豆粉に
比し耐水性（温水に対し）を非常に低下させることである。即ち前述の如くもともと、耐
水性の少ない尿素樹脂に対し、更に耐水性を低下させる結果となる。従って小麦粉により
多量に増量して発泡使用することは不可能であり、実験結果によると尿素樹脂に対し小麦
粉の添加量は 10％程度であって、それ以上になると 2 類合板規格に合格することは困難と
なる（第 2 表参照）特に 5ply 以上の厚物合板になると接着膜迄加熱されるのに相当の時間
を要するので、熱圧を充分行って硬化を完全にしないと予定の耐水接着力を得難くなる。
又例え 3ply でも 2 分厚以上になると、中芯単板が厚いので裏割れが多くなり、又物理的関
係で引張強度の数値も少なくなる為、（例え factax をかけても）益々規格通りの耐水接着力
を得るのが難しくなる。然るに 2 類合板の如き高級合板は大抵 2 分厚以上であって、今後
益々中芯単板が厚くなるというのが現状である。依って本実験に於いては 2 分の 2 類合板
に対し、小麦粉を増量剤とした発泡尿素樹脂接着剤に、レゾルシン粉末を添加してその耐
水性の向上を検討した。
  即ち配合比が尿素樹脂 100 部、小麦粉 10 部、水 15 部及びライポン F－103.3 部の発泡
尿素樹脂に於いて、レゾルシン粉末を尿素樹脂に対し 1％～10％迄添加した場合の耐水接着
力の比較（第 1 表）並びにレゾルシンを尿素樹脂に対し 5％添加した場合としない場合とに
於いて、小麦粉を 10 部～30 部迄増量したときの耐水接着力に就いて比較検討を行った（第
2 表）

第 1 表  レゾルシン粉末添加量と耐水接着力との関係

注
1） 単板構成…表 4.5 厘、中芯 1.2 分裏 4.5 厘 3ply
2） 接着条件

イ） 塗布量 24fg／尺 2

ロ）冷圧（10kg／cm2）2 時間後、除圧締直ちに熱圧す
ハ）熱圧条件  圧    力：7kg／cm2

              熱板温度：
              熱圧時間：3 分
ニ）単板水分：8～11％、合板水分：11～12％

3） 耐水接着力の平均値は夫々32 枚の平均値である
4） 耐水接着力試験は輸出合板規格 2 類合成成績による
5） 第 2 表も特に記載ないものは同様である。

第 2 表  小麦粉添加量と耐水接着との関係
注 1）小麦粉添加量が 10,15,20,30 とは次の配合に於いてである。



      尿素樹脂     100g

      小麦粉       10g～30g

      水           15cc～30cc

      ライポン        3g

       レゾルシン      0 及び 5g

  実験結果に依ればレゾルシン粉末の添加量が大きくなるにつれて耐水接着力も向上して

いるが、3％程度では未だ添加した効果が充分とはいえない。然し 5％以上になるとその耐

水接着力の向上が顕著となり、特に 10％も添加すると 40％以上の向上率を示した。

  又第 2 表に依ればレゾルシン粉末を添加しないと小麦粉を 10％以上配合することは危険

であり、実験室に於いても小麦粉が 15％になると規格すれすれの数値しか得られなかった。

然るにレゾルシン粉末 5％添加した場合は、小麦粉を 30％配合しても充分な耐水接着力を

示しており、今後の検討によって、より経済的に使用し得るものと推察する。

  実験（Ⅱ）輸出合板規格 1 類合板用発泡尿素樹脂の場合

  従来の 1 類合板用接着剤としては石炭酸樹脂、メラミン樹脂乃至レゾルシノール樹脂等

の高価な合成樹脂接着剤が使用されている。然しこれを耐水性を向上した尿素樹脂接着剤

によって接着可能となれば単に樹脂自体の価値が安いという外に接着作業工程上、将又樹

脂の保存性の問題からいっても、高級合板製造上極めて大きな経済的意義をもっているも

のといえよう。

  本実験に於いては当所に於いて 2 類合板に適用している発泡尿素樹脂（配合比…尿素樹

脂 100 部、大豆粉 15 部水 45 部、ライポン 3 部）にレゾルシン粉末を添加して、1 類合板

としての耐水接着力試験を行った。

  即ち上記配合発泡尿素樹脂に対し、レゾルシンを尿素樹脂に対して 5％～20％迄添加した

場合の耐水接着力を塗布別に検討した（第 3 表）又レゾルシン粉末を 15％添加した場合

推積時間と耐水接着力との関係に就いても参考資料として第 4 表に示した。

  実験結果によると、１類合板規格の煮沸試験に合格する為にはレゾルシン粉末を尿素樹

脂に対し 5～10％添加した程度では附加であり、15％以上を必要とする

  而して 15％では未だ規格ずれの数値であって、実際の工場生産に於いて安全度をみて採

用するには、20％程度添加しなければならないと考える（参考レゾルシン粉末（kg 当り約

800 円）20％添加した場合の 1 平方尺当りの糊代は 4 円弱となる）

  又第 4 表の推積時間と耐水接着力との関係に於いては、推積時間 0 分即ち塗布直後の耐

水接着力は低いがそれ以後では殆ど差異がなく寧ろ 45 分以後では数値が大きくなっている

程である。これはレゾルシンが多少の消泡作用を持っている故、レゾルシンを添加すると

糊液の構造粘度が低下する為と推察する従ってレゾルシンを添加して強化した発泡尿素樹

脂は推積時間に相当の時間を要すると考えられるパーケーフローリング製作にも好適であ

る。

第 3 表  レゾルシン添加量と塗布量別、耐水接着力との関係

注



1） 樹種及び単板構成：シナ 4.5 厘 3ply

2） 接着条件

イ 冷圧（10kg/cm2）2 時間後、除圧締直ちに熱圧す

ロ 熱圧条件：圧力：7kg/cm2

             熱板温度：110°±5℃

             熱圧時間：5 分

ハ 単板水分：8～11％、合板水分：10～13％



3）耐水接着力の平均値は夫々32 枚の平均値である
4）耐水接着力試験は輸出合板規格 1 類合板煮沸試験法による
5）第 4 表も特に記載のないものは同様である

第 4 表  推積時間と耐水接着力との関係
注 1）  塗布量  24g／尺 2

  摘要
  以上の実験結果を要約すると次の如し、

1） 発泡尿素樹脂にレゾルシン粉末を添加すると耐水接着力の向上が極めて顕著である。
2） 輸出合板規格 2 類合板に於いては、小麦粉を尿素樹脂に対し 10％配合した発泡尿素間

脂接着剤の場合レゾルシンを尿素樹脂に対し 10％添加すると耐水接着力が約40％も向上し
た。又レゾルシンを 5％添加した場合には、2 分の厚物合板でも小麦粉を尿素樹脂に対し
30％程度配合しても充分規格に合格する。
  3）輸出合板規格 1 類合板に対しては当所に於ける 2 類合板用発泡尿素接着剤に、尿素樹
脂に対して 20％のレゾルシン粉末を添加すれば充分である。尚推積時間は塗布直後以外、
本実験に於ける 60 分迄の範囲内では殆ど差異が認められなかった。
－研究部第二課－
   


